
 26

 

小小構構造造物物図図作作成成   
CADの各種コマンドの機能を知ってもらうために、小構造物図を新規に作成す
る方法を例に解説しています。 
本書で解説している以外にもいろいろな機能を用いて図面を完成させることが

できますが、まずこの実例編を利用して土木CADを触ってみてください。 
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入力サンプル図 

下図のような小構造物図を例に操作を解説します。 
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EX-TREND 武蔵の土木CADを起動し、作成する図面の用紙サイズや基本縮尺、数値入力時の単位などをあらかじめ設定します。 
 
【操作手順】 

０． 土木CADを起動する。 

１． 用紙サイズなどを設定する。（A2横） 

２． 入力時の座標系を設定する。（数学系） 

３． 基本的な入力縮尺を設定する。（1/20） 

４． 数値入力時の単位を設定する。（現場系mm） 

プログラムを起動します。 

（なお、本書ではMicrosoft Windows Xpに
おける操作例で解説します。） 

［スタート］をクリックします。 1 

2 

3 

［すべてのプログラム］－［FukuiComp
uterApplication］－［EX-TREND 武
蔵Ver.1］を順にポイントします 

［土木CAD］をクリックします。 

［土木CAD］ウィンドウが起動し、［作
業の選択］ダイアログボックスが表示

されます。 

デスクトップ上のこのアイコン

をダブルクリックしてもプログラ

ムを起動することができます。 

1 

2

3 

4 ［閉じる］をクリックします。 

［土木CAD］ウィンドウがアクティブに
なり、作業可能状態となります。 

初期状態では、CAD画面上
の背景色は黒色ですが、本

書では解説のため白色で表

しています。 

4 

111   

土木CADを起動する 

用用紙紙・・縮縮尺尺・・座座標標系系・・  
入入力力単単位位のの設設定定
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［設定］－［用紙設定］を順にクリック

します。 

［用紙設定］ダイアログボックスが表

示されます。 

1 

用紙を設定する 

用紙をA2（横）に設定します。 

ここでは、用意されている用紙設定を読

み込む操作で解説します。 

［読込み］をクリックします。 

［通常用紙］ダイアログボックスが表

示されます。 

2 

［45 A2（横）］をクリックします。 3 

［OK］をクリックします。 

［用紙設定］ダイアログボックスに戻

り、A2（横）の設定が読み込まれま
す。 

4 

［OK］をクリックします。 

A2（横）の設定が反映されます。 
5 

1

4

3 

2 

5

選択した用紙設定が反映

されていることが確認でき

ます。 
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［設定］－［入力モード］－［数

学系］を順にクリックします。 
1 

座標系を設定する 

入力時の座標系を「数学系」に設

定します。 

1

［設定］－［縮尺設定］を順にク

リックします。 

［縮尺設定］ダイアログボックス

が表示されます。 

1 

縮尺を設定する 

入力するための基本縮尺を1/20と
設定します。 

［追加］をクリックします。 

セルが１行追加されます。 
2 

追加したセルの［縦縮尺］［横

縮尺］に「20」と入力します。 
3 

［OK］をクリックします。 

追加した縮尺が現在の縮尺と

なります。（ツールバーの［縮

尺］に追加設定した縮尺が表

示されています。） 

4 

1 

2

3

4 
追加した縮尺が現在の縮尺と

なり、ツールバーの［縮尺］に

表示されています。 
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 入力単位を設定する 

数値入力時の入力単位を「現場系mm」
と設定します。 

ツールバーの［入力単位］ボックス

の右側の▼をクリックします。 

入力単位の一覧が表示されます。 

1 

「現場系mm」をクリックします。 2 

1

2
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用紙の左上に右の図のようなボックスカルバートを入力します。 
（P.2 入力サンプル図を参照） 
本書での操作手順および使用コマンドは、以下に記載しています。 
 
【操作手順】 

５． 基礎を入力する。 
（コマンドバーの［汎用］－［矩形］コマンド使用） 

６． ボックスカルバートの外面を入力する。 
（コマンドバーの［汎用］－［線］コマンド使用） 

７． ボックスカルバート内面を入力する。 
（コマンドバーの［汎用］－［連続平行］コマンド使用） 

８． ボックスカルバート内面のコーナーを面取りする。 
（コマンドバーの［編集］－［面取］コマンド使用） 

９． 寸法線を入力する。 
（コマンドバーの［寸法線］の各コマンド使用） 

１０． 図面名称を入力する。 
（コマンドバーの［汎用］－［文字］コマンド使用） 

矩形の基礎を入力します。 

ここでは、コマンドバーの［汎用］－［矩

形］コマンドを使用して解説します。 

入力しやすいように用紙左上の部

分を拡大表示させ、［汎用］－［矩

形］を順にクリックします。 

入力画面上部のインプットバーの項

目が切り替わります。 

1 

2 ［横幅］ボックスをマウス指定し、文

字カーソルを表示させ、基礎幅であ

る「1800」と入力します。 

4 基礎の配置位置をクリックします。 

矩形の基礎が入力されます。 

222   

基礎を入力する 

ボボッッククススカカルルババーートト  
のの入入力力例例

1600
300 1000 300

100 1600 100

20
0

200

30
0

16
00

ボックスカルバート
1：20

3 ［縦幅］ボックスをマウス指定し、基

礎高である「300」と入力します。 

入力画面上に、設定した矩形がラバ

ーバンドとして表示されます。 
（インプットバーの［水平矩形］チェッ

クがオンであることを確認） 

1 

2 3

4

通常はCAD画面右側に隠れて
いますが、マウスポインタを画

面右端に移動すると表示され

ます。（画面右固定） 
コマンドバー左上の赤いピン表

示をクリックするごとに、常に表

示する・しないの切り替えがで

きます。 
本書では、解説のためコマンド

バーを常にオンにした状態にし

ています。 

［水平矩形］チェックはオン
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ツールバーの［座標補正（DXDY）］
をオンにします。 

2 

4 基礎の左上端点をクリックします。 

［座標補正］ダイアログボックスが表

示されます。 

7 インプットバーの［相対座標］オプシ

ョンがオンであることを確認して、

［⊿X］ボックスに「0」、［⊿Y］ボック
スに「1600」を入力します。 

ボックスカルバートを入力する 

5 ［DX］ボックスに「100」と入力しま
す。 

外面を入力する 

ボックスカルバートの外面を入力します。 

前記で解説した基礎同様、［矩形］コマン

ドで入力することも出来ますが、ここで

は、コマンドバーの［汎用］－［線］－［連

続線］コマンドを使用して解説します。 
始点は、入力済みの基礎の端点を基準

として座標補正で決定し、順に相対座標

入力を行っていきます。 

［汎用］－［線］－［連続線］を順にク

リックします。 
1 

基礎の端点を正確にピックするた

め、ツールバーの［ピック：端点］を

オンにします。 

3 

［OK］をクリックします。 

座標補正された位置が始点となる

ような連続線のラバーバンドが表示

されます。 

6 

［入力］をクリックします。 

ボックスカルバートの左外面が仮入

力されます。 

8 

9 ［⊿X］ボックスに「1600」、［⊿Y］ボ
ックスに「0」を入力します。 

［入力］をクリックします。 10 
10 

1

5

7

8 

［相対座標］オプションがオン

6

2

3 

4

9

座標補正され

た位置が始点

となるような連

続線のラバー

バンドが表示さ

れます。 

次頁へ
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上外面が仮入力されます。 

［⊿X］ボックスに「0」、［⊿Y］ボック
スに「-1600」を入力します。 

［入力］をクリックします。 

右外面が仮入力されます。 

［終了］をクリックします。 

連続線が確定入力され、操作を終

了します。 

次の操作のために、ツールバーの

［座標補正（DXDY）］をオフにして解
除します。 

11 

12 

13 

14 

12 

11

13

14



 35

3 内面には、外面からのオフセットを

指定して、閉合した矩形を入力する

ため、［閉合］チェックをオンにしま

す。 

2 ［距離1］ボックスに「300」と入力しま
す。 

内面を入力する 

ボックスカルバートの内面を入力します。 

ここでは、コマンドバーの［汎用］－［連続

平行］コマンドを使用して、外面からのオ

フセットを指定しての入力方法を解説し

ます。 

［汎用］－［連続平行］を順にクリック

します。 

［連続平行線］ダイアログボックスが

表示されます。 

1 

［OK］をクリックします。 

設定した距離をオフセットした矩形

の閉合図形が作成されます。 

5 

［ピック：端点］がオンであることを確

認して、右の図のように、外面の各

端点を順にクリックします。 

指定した外面から、設定した距離が

オフセットした位置にラバーバンド

が表示されます。 

4 

1

2

4

5

3

オフセット方向の確認 ［ピック：端点］がオン



 36

2 インプットバーの［線面取］オプショ

ンをオンにします。 

内面を面取りする 

入力した内面の各コーナーの面を取りま

す。 

ここでは、コマンドバーの［編集］－［面

取］コマンドを使用して解説します。 

［編集］－［面取］を順にクリックしま

す。 
1 

［OK］をクリックします。 

指定した線分間に面が取られます。 
6 

4 ［距離］ボックスに「200」と入力しま
す。 

3 対象線分の１本目と２本目をクリック

します。 

［線・面取］ダイアログボックスが表

示されます。 

5 ［せん除長］オプションをオンにしま

す。 

上記③～⑥の操作を繰り返し、右

の図のように、残り３箇所のコーナ

ーも面を取ります。 

7 

1

2

5

4

6 

3

7 
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インプットバーの各種設定を確認

し、［詳細設定］をクリックます。 

［寸法線］ダイアログボックスが表示

されます。 

2 

4 ［補助線］タブをクリックします。 

補助線関係の設定項目に切り替わ

ります。 

寸法線を入力する 

6 ［OK］をクリックします。 

上部に水平方向の寸法を入力する 

上部に水平方向の寸法線を入力しま

す。 

いろいろな入力方法がありますが、ここ

では、コマンドバーの［寸法線］－［点間］

－［水平垂直］コマンドを使用して解説し

ます。 

［寸法線］－［点間］－［水平垂直］を

順にクリックします。 
1 

［寸法値］ページで、右の図のように

設定します 
3 

12

3 

5

［補助線］ページで、右の図のように

設定します 
5 

4 

7 

次頁へ

インプットバーから［値設定］をクリッ

クます。 

［丸め設定］ダイアログボックスが表

示されます。 

7 

9 ［OK］をクリックします。 

［寸法線］ページの［距離］ボックス

を「０桁」に設定します。 
8 

8 

6 

9
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マウスの右ボタンを押して表示され

るポップアップメニューから［OK］を
クリックします。 

寸法線のラバーバンドが表示されま

す。 

［ピック：端点］がオンであることを確

認して、補助線の対象点を順にクリ

ックします。 

指定した点に×印が表示されます。 

配置位置をクリックします。 

寸法線が入力されます。 

10 

10

11 

12 

11 

12
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左側に垂直方向の寸法を入力する 

左側に垂直方向の寸法線を入力しま

す。 

ここでは、前ページに引き続き［寸法線］

－［点間］－［水平垂直］コマンドで、ボッ

クスカルバートの垂直方向の寸法線を入

力し、基礎部分は［寸法線］－［要素］－

［直線］コマンドを使用して、入力済みの

でボックスカルバートの寸法線に合わせ

て配置する操作を解説します。 

インプットバーの各種設定を確認

し、［詳細設定］をクリックます。 

［寸法線］ダイアログボックスが表示

されます。 

1 

5 マウスの右ボタンを押して表示され

るポップアップメニューから［OK］を
クリックします。 

寸法線のラバーバンドが表示されま

す。 

3 ［OK］をクリックします。 

［寸法値］ページで、［合計寸法］チ

ェックをオフにします。 
2 

［ピック：端点］がオンであることを確

認して、補助線の対象点を順にクリ

ックします。 

指定した点に×印が表示されます。 

4 

配置位置をクリックします。 

寸法線が入力されます。 
6 

1

2

3

次頁へ

6

4
5
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インプットバーの各種設定を確認

し、基準となる線分をクリックます。 

寸法線のラバーバンドが表示されま

す。 

8 

続けて基礎部分の寸法線を入力します。 

［寸法線］－［要素］－［直線］を順に

クリックします。 
7 

［ピック：端点］がオンであることを確

認して、配置位置をクリックします。 

このときボックスカルバートの寸法

線と合わせるため、入力済みの寸

法線の端点をクリックします。 

寸法線が入力されます。 

9 

7

8

9
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下部に水平方向の寸法を入力する 

下部に水平方向の寸法線を入力しま

す。 

ここでは、前ページに引き続き［寸法線］

－［要素］－［直線］コマンドで、基礎下端

の水平方向の合計寸法線を一旦入力

し、その後［寸法線］－［分割］コマンドを

使用して完成させます。 

前ページと同様な操作で、基礎下

端の水平方向の合計寸法線を入力

します。 

1 

［寸法線］－［分割］を順にクリックし

ます。 
2 

分割する寸法線をクリックします。 3 

［ピック：端点］がオンであることを確

認して、分割する位置をクリックしま

す。 

このときボックスカルバートと基礎の

交点部分をクリックします。 

4 

5 ポップアップメニューから［OK］をク
リックします。 

寸法線が分割されます。 

1

2

3

4

5 
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基準となる線分をクリックます。 

寸法線のラバーバンドが表示されま

す。 

6 

［寸法線］－［要素］－［直線］を順に

クリックします。 
1 

配置位置をクリックします。 

寸法線が入力されます。 
7 

面取り寸法を入力する 

内側に面取り寸法を入力します。 

ここでは、［寸法線］－［要素］－［直線］コ

マンドを使用して、水平寸法と垂直寸法

を一括で入力する操作を解説します。 

1

インプットバーの各種設定を確認

し、［詳細設定］をクリックます。 

［寸法線］ダイアログボックスが表示

されます。 

2 

2

3 ［補助線］タブをクリックします。 

補助線関係の設定項目に切り替わ

ります。 

5 ［OK］をクリックします。 

［補助線］ページで、［ストレッチ］チ

ェックをオンにします。 
4 

3

4

5

6

7
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図面名・縮尺を文字列で入力する 

図面名・縮尺を文字列で入力します。 

ここでは、コマンドバーの［汎用］－［文

字］－［文字列］コマンドを使用して解説

します。 

［汎用］－［文字］－［文字列］を順に

クリックします。 
1 

インプットバーの［文字列］ボックス

に、「ボックスカルバート」と入力しま

す。 

文字列のラバーバンドが表示されま

す。 

2 

インプットバーの各種設定を確認

し、配置位置をクリックします。 

図面名の文字列が入力されます。 

3 

インプットバーの［文字列］ボックス

に、「1：20」と入力します。 

文字列のラバーバンドが表示されま

す。 

4 

配置位置をクリックします。 

縮尺の文字列が入力されます。 
5 

1 

2
3

4

5



 44

１２． 重力式擁壁の形状を変更する。 
（コマンドバーの［編集］－［変形］コマンド使用） 

１３． 数量計算表を入力する。 
（コマンドバーの［土木］－［表配置］コマンド使用） 

１４． 図面名称を入力する。 
（コマンドバーの［汎用］－［文字］コマンド使用） 

333   重重力力式式擁擁壁壁のの入入力力例例

400

100 1400 100

20
0

20
00

1:
0.
2

重力式擁壁　ＧＷ20
1：20

重力式擁壁(盛土) 10.0 m当り

名称 規格 算式 数量 単位

コンクリート 18-8-40 ((0.400＋1.400)／2.000×2.500)×10.000 22.5 m3

型枠 無筋構造物 (√(1.000＋0.200 2̂)×2.500＋√(1.000＋((1.400－0.400－ 50.99 m2

2.500×0.200)／2.500)̂ 2)×2.500)×10.000

基礎材 RC-40 (1.400＋0.100×2.000)×10.000 16 m2

350

100 1000 100

20
0

20
00

1 :
0.
2

矩形の基礎を入力します。 

右の図のように、コマンドバーの［汎用］

－［矩形］コマンドを使用します。 

操作方法については、前記ボックスカル

バートの「基礎を入力する」を参照してく

ださい。（P.7参照） 

基礎を入力する 

［横幅］ボックス 「1200」
［縦幅］ボックス 「200」 

用紙の右上に下の図のような重力式擁壁を入力します。（P.2 入力サンプル図を参照） 

ここでの操作例では、はじめに下図の左側の重力式擁壁を入力した後、変形コマンドを使用して、右側の重力式擁壁に変更し数量表を

追加して完成させます。 
本書での操作手順および使用コマンドは、以下に記載しています。 
 
【操作手順】 

１６． 基礎を入力する。 
（コマンドバーの［汎用］－［矩形］コマンド使用） 

１７． 重力式擁壁を入力する。 
（コマンドバーの［汎用］－［線］コマンド使用） 

１８． 寸法線を入力する。 
（コマンドバーの［寸法線］の各コマンド使用） 
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次頁へ

ツールバーの［座標補正（DXDY）］
をオンにします。 

2 

4 基礎の左上端点をクリックします。 

［座標補正］ダイアログボックスが表

示されます。 

8 インプットバーの［長さ］の設定を、

「2000」「縦」にします。 

重力式擁壁を入力する 

5 ［DX］ボックスに「100」と入力しま
す。 

重力式擁壁を入力します。 

ここでは、コマンドバーの［汎用］－［線］

－［連続線］コマンドを使用して解説しま

す。 
始点は、入力済みの基礎の端点を基準

として座標補正で決定し、順に入力を行

っていきます。 

［汎用］－［線］－［連続線］を順にク

リックします。 
1 

基礎の端点を正確にピックするた

め、ツールバーの［ピック：端点］を

オンであることを確認します。 

3 

［OK］をクリックします。 

座標補正された位置が始点となる

ような連続線のラバーバンドが表示

されます。 

6 

［入力］をクリックします。 

重力式擁壁の左外面が仮入力され

ます。 

［⊿X］ボックスに「350」、［⊿Y］ボッ
クスに「0」と入力します。 

12 

10

5

6

8

13 

12

7 インプットバーの［距離・勾配］オプ

ションをオンにします。 

インプットバーの設定項目の内容が

切り替わります。 

1

2

3 

4

9 インプットバーの［勾配］の設定を、

「0.2」「比」にします。 

設定した内容のラバーバンドが表示

されます。 

10 

7

9 

インプットバーの［相対座標］オプシ

ョンをオンにします。 

インプットバーの設定項目の内容が

切り替わります。 

［入力］をクリックします。 13 

11 

11
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重力式擁壁の上外面が仮入力され

ます。 

［終了］をクリックします。 

連続線の入力が確定し終了しま

す。 

次の操作のために、ツールバーの

［座標補正（DXDY）］をオフにして解
除します。 

17 

18 

基礎の右上端点をクリックします。 

［座標補正］ダイアログボックスが表

示されます。 

［DX］ボックスに「-100」と入力しま
す。 

［OK］をクリックします。 

座標補正された位置が終点となる

ような、重力式擁壁の右外面が仮

入力されます。 

18

14 

15 

16 

17

14

15

16
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寸法を入力する 

勾配を入力する 

左側の外面に勾配を入力します。 

ここでは、コマンドバーの［寸法線］－［勾

配］コマンドを使用して解説します。 

［寸法線］－［勾配］を順にクリックし

ます。 
1 

1

2

インプットバーの［要素指定］をオン

にします。 
2 

インプットバーの各種設定を確認

し、対象線分をクリックします。 

勾配が入力されます。 

3 

上部に水平方向の寸法を入力する 

3

上部に水平方向の寸法線を入力しま

す。 

いろいろな入力方法がありますが、ここ

では、コマンドバーの［寸法線］－［要素］

－［直線］コマンドを使用して解説しま

す。 

［寸法線］－［要素］－［直線］を順に

クリックします。 
1 

インプットバーの各種設定を確認

し、基準となる線分をクリックます。 

寸法線のラバーバンドが表示されま

す。 

2 

配置位置をクリックします。 

寸法線が入力されます。 
3 

左側に垂直方向の寸法を入力する 

左側に垂直方向の寸法線を入力しま

す。 

ここでは、［寸法線］－［点間］－［水平垂

直］コマンドで入力します。 
1

2

インプットバーの各種設定を確認 

2

3
1

インプットバーの設定やツールバー

の［ピック：端点］がオンであることを

確認して、補助線の対象点を順にク

リックします。 

指定した点に×印が表示されます。 

2 

［寸法線］－［点間］－［水平垂直］を

順にクリックします。 
1 

ポップアップメニューの［OK］をクリッ
クします。 

3 

インプットバーの各種設定や［ピック：端点］がオンであることを確認 

3 
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下部に水平方向の寸法を入力する 

配置位置をクリックします。 

寸法線が入力されます。 

寸法線のラバーバンドが表示されま

す。 

4 

左側に垂直方向の寸法線を入力しま

す。 

ここでは、前ページに引き続き［寸法線］

－［点間］－［水平垂直］コマンドで寸法

線を入力します。 

なお、前記ボックスカルバートの入力例

における「下部に水平方向の寸法を入力

する」の操作でも同様な結果を得ること

が出来ます。（P.16参照） 

2 ［補助線］タブをクリックし、［補助

線］ページに切り替えます。 

4 ［OK］をクリックします。 

［ストレッチ］チェックをオフにしま

す。 
3 

インプットバーの［詳細設定］をクリ

ックます。 

［寸法線］ダイアログボックスが表示

されます。 

1 

インプットバーの設定やツールバー

の［ピック：端点］がオンであることを

確認して、補助線の対象点を順にク

リックします。 

指定した点に×印が表示されます。 

5 

ポップアップメニューの［OK］をクリッ
クします。 

寸法線のラバーバンドが表示されま

す。 

6 

配置位置をクリックします。 

寸法線が入力されます。 
7 

4

1

3

2

4

5

6 

7
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重力式擁壁の形状を変更する 

下端の形状を変更する 

重力式擁壁の下端の寸法が、「1000」か
ら「1400」になるように、右方向に形状を
変形します。 
また、同時に寸法の値も変更する操作を

解説します。 

ここでは、コマンドバーの［編集］－［変

形］－［変形］コマンドを使用して解説しま

す。 

［編集］－［変形］－［変形］を順にク

リックします。 
1 

インプットバーの設定を右の図のよ

うに変更します。 

［選択モード］の［矩形］をオン 
［寸法再計算］チェックをオン 

2 

変形の対象部分の１点目と２点目を

対角にクリックします。 

変形の対象データが選択色に変わ

ります。 

3 

［ピック：端点］がオンであることを確

認して、変形の基準点をクリックしま

す。 

ここでは、基礎の右上を基準点とし

ています。 

4 

ツールバーの［座標補正（DXDY）］
をオンにします。 

5 

6 再度、基礎の右上端点をクリックし

ます。 

［座標補正］ダイアログボックスが表

示されます。 

7 ［DX］ボックスに「400」と入力しま
す。 

［OK］をクリックします。 

基礎も含めて重力式擁壁の下端の

形状が変形されます。同時に重力

式擁壁の下端の寸法線も、「1000」
から「1400」になります。 

8 

次の操作のために、ツールバーの

［座標補正（DXDY）］をオフにして解
除します。 

1

2

3

4

6

5

7 

8

9 

9
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上端の形状を変更する 

重力式擁壁の上端の寸法が、「350」か
ら「400」になるように、右方向に形状を
変形します。 

ここでは、コマンドバーの［編集］－［変

形］－［変形（寸法訂正）］コマンドを使用

して解説します。 

［編集］－［変形］－［変形（寸法訂

正）］を順にクリックします。 
1 

変形の対象となる寸法線をクリック

します。 
2 

変形の対象となる要素の端点をクリ

ックします。 
3 

インプットバーの［OK］をクリックしま
す。 

［寸法値訂正］ダイアログボックスが

表示されます。 

4 

［寸法値］ボックスに「400」と入力し
ます。 

5 

［OK］をクリックします。 

重力式擁壁の上端の形状が変形さ

れます。同時に重力式擁壁の下端

の寸法線も、「350」から「400」にな
ります。 

6 

1

2

3

4

5

6
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数量計算表を入力する 

数量計算表を入力します。 

ここでは、コマンドバーの［土木］－［表配

置］コマンドを使用して、EXCELに記載さ
れている数量計算表を読み込み配置す

る操作を解説します。 

［土木］－［表配置］を順にクリックし

ます。 

［表設定］ダイアログボックスが表示

されます。 

1 

次頁へ

この位置をマウスでドラッグして広げることが出来ます。

［EXCEL］グループから［読込み］を
クリックします。 

［ファイルを開く］ダイアログボックス

が表示されます。 

2 

［ファイルの場所］ボックスで、読み

込みたいEXCELファイルが格納さ
れているフォルダを選択します。 

3 

読み込むシートなど各種設定を確

認して、［OK］をクリックします。 

［表設定］ダイアログボックスに戻

り、選択したEXCELデータの内容
が取り込まれ表示されます。 

6

読み込みたいEXCELファイルを選
択します。 

操作例では「重力式擁壁数量.xls」
を読み込みます。 

4 

［開く］をクリックします。 

［EXCEL読込み］ダイアログボック
スが表示されます。 

5 

［OK］をクリックします。 7 

1 

2

3

4

5 

6

7

操作例では、「重力式擁壁数

量.xls」を読み込みます。 

選択したEXCELファイル
を直接開いて確認するこ

とが出来ます。 
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配置する表がラバーバンドで表示さ

れます。 

表の配置位置をクリックします。 

読み込まれたEXCELの内容に準じ
た表がCADデータとして配置され、
連続して表を配置できるように、再

度［表設定］ダイアログボックスに戻

ります。 

8 

［終了］をクリックします。 

［表設定］ダイアログボックスが閉じ

処理が終了します。 

9 

8

9
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図面名・縮尺を文字列で入力する 

図面名・縮尺を文字列で入力します。 

右の図のように、コマンドバーの［汎用］

－［文字］－［文字列］コマンドを使用しま

す。 

操作方法については、前記ボックスカル

バートの「図面名・縮尺を文字列で入力

する」を参照してください。（P.18参照） 

「1：20」など履歴として残っていま
すので、リストから選択すると効率

的な作業を行うことが出来ます。 

重力式擁壁 GW20 

1：20 
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444   境境界界ブブロロッッククのの入入力力例例

パラメトリック部品から選択して配置する 

用紙の左下に右の図のような境界ブロックを入力します。 
（P.2 入力サンプル図を参照） 

ここでの操作例では、あらかじめ用意されているパラメトリック部品から選択して

配置した後、Ｒの面取りなどで追加変更して完成させます。 

本書での操作手順および使用コマンドは、以下に記載しています。 
 
【操作手順】 

２０． パラメトリック部品から選択して配置する。 
（コマンドバーの［土木］－［パラメトリック］コマンド使用） 

２１． Rの面取りをする。 
（コマンドバーの［編集］－［面取］コマンド使用） 

２２． Rの面取り寸法を入力する。 
（コマンドバーの［寸法線］－［半径］コマンド使用） 

２３． 図面名称を入力する。 
（コマンドバーの［汎用］－［文字］コマンド使用） 

パラメトリック部品を選択する 

パラメトリック部品から境界ブロックを選

択します。 

ここでは、コマンドバーの［土木］－［パラ

メトリック］コマンドを使用して解説しま

す。 

［土木］－［パラメトリック］を順にクリ

ックします。 

［部品選択］ダイアログボックスが表

示されます。 

1 

［グループ］ボックスから［境界ブロッ

ク］をクリックします。 
2 

［部品一覧］ボックスから［境界ブロ

ック3］をクリックします。 
3 

スクロールバーを移

動して選択します。 

1

2

3 

［OK］をクリックします。 

［寸法値の入力］ダイアログボックス

が表示されます。 

4 

4 
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縮尺を追加する 

入力例では、境界ブロックを1/10で入力
するため、ここで縮尺を追加します。 

［縮尺追加］をクリックします。 

［縮尺設定］ダイアログボックスが表

示されます。 

1 

3

追加した縮尺が現在の

縮尺となり、ツールバー

の［縮尺］に表示されてい

ます。 

1

［追加］をクリックします。 

セルが１行追加されます。 
2 

追加したセルの［縦縮尺］［横縮尺］

に「10」と入力します。 
3 

［OK］をクリックします。 

［寸法値の入力］ダイアログボックス

に戻ります。 

また、追加した縮尺が現在の縮尺と

なります。（ツールバーの［縮尺］に

追加設定した縮尺が表示されてい

ます。） 

4 

2
4

寸法線の有無や寸法値の設定確認しま

す。 

［寸法出力］［寸法線要素で作成］チ

ェックをオンにします。 
1 

寸法値や、寸法線の詳細設定を設

定します。 

入力例では、確認のみとします。 

2 

1

ここで寸法線に関する各種設定をおこなうことが出来ます。

2

寸法線に関する設定をする 
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パラメトリック部品を配置する 

設定した内容でパラメトリック部品を配置

します。 

［OK］をクリックします。 

入力画面に部品のラバーバンドが

表示されます。 

1 

配置位置をクリックします。 

境界ブロックのパラメトリック部品が

配置され、連続して部品が配置でき

るように、再度［寸法値の入力］ダイ

アログボックスに戻ります。 

2 

ここでは、配置処理を終了するため

［キャンセル］をクリックします。 

［部品選択］ダイアログボックスに戻

ります。 

3 

［キャンセル］をクリックします。 4 

1 

2

3

4
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Rの面取りをする 

2 インプットバーの［円面取］オプショ

ンをオンにします。 

配置した境界ブロックにRの面を取りま
す。 

ここでは、コマンドバーの［編集］－［面

取］コマンドを使用して解説します。 

［編集］－［面取］を順にクリックしま

す。 
1 

［OK］をクリックします。 

指定した線分間にRの面が作成さ
れます。 

6 

4 ［距離］ボックスに「30」と入力しま
す。 

3 対象線分の１本目と２本目をクリック

します。 

［円・面取］ダイアログボックスが表

示されます。 

5 ［R］オプションをオンにします。 

1

2

3

5

4

6 
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Rの寸法線を作成する 

作成したRの面取りを利用して、Rの寸法
線を作成します。 

ここでは、コマンドバーの［寸法線］－［半

径］－［R寸法］コマンドを使用して解説し
ます。 

［寸法線］－［半径］－［R寸法］を順
にクリックします。 

1 
1

インプットバーの各種設定を確認

し、Rの線分をクリックします。 

寸法線のラバーバンドが表示されま

す。 

2 

寸法線の配置方向をクリックしま

す。 

方向が確定されます。 

3 

寸法線の配置位置をクリックしま

す。 

R寸法線が入力されます。 

4 

2

3

4
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図面名・縮尺を文字列で入力する 

図面名・縮尺を文字列で入力します。 

右の図のように、コマンドバーの［汎用］

－［文字］－［文字列］コマンドを使用しま

す。 

操作方法については、前記ボックスカル

バートの「図面名・縮尺を文字列で入力

する」を参照してください。（P.18参照） 

境界ブロック 

1：10 
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U型側溝 PU1型

U型側溝 PU1型 10.0 m当り

名称 規格 算式 数量 単位

敷モルタル 1：3 0.300×0.030×10.000 0.090 m3

基礎材 RC-40 0.500×10.000 5.000 m2

PU1型側溝 ふたなし 10.000／(0.000＋0.005) 2000.000 本

555   ＵＵ型型側側溝溝のの入入力力例例  

部品からU型側溝を選択して、図形と数量計算表を配置する 

用紙の右下に右の図のようなU型側溝を入力します。 
（P.2 入力サンプル図を参照） 

ここでの操作例では、あらかじめ用意されている部品からU型側溝
を選択して、図形と数量計算表を配置した後、修正コマンドで変更

して再配置します。 
また、基礎部分に割ぐりのハッチングを入力して完成させます。 

本書での操作手順および使用コマンドは、以下に記載しています。
 
【操作手順】 

２４． 部品からU型側溝選択して図形と数量計算表を配置す
る。 
（コマンドバーの［土木］－［数量計算］コマンド使用） 

２５． 配置したU型側溝の寸法値を訂正する。 
（コマンドバーの［土木］－［数量訂正］コマンド使用） 

２６． 基礎にハッチングを入力する。 
（コマンドバーの［土木］－［ハッチング］コマンド使用） 

２７． 図面名称を入力する。 
（コマンドバーの［汎用］－［文字］コマンド使用）

部品を選択する 

あらかじめ用意されている部品からU型
側溝を選択します。 

ここでは、コマンドバーの［土木］－［数量

計算］コマンドを使用して解説します。 

［土木］－［数量計算］を順にクリック

します。 

［部品選択］ダイアログボックスが表

示されます。 

1 

［グループ］ボックスから［U型側溝］
をクリックします。 

2 

［部品一覧］ボックスから［U型側溝 
PU1型］をクリックします。 

3 

1 

2

3

［OK］をクリックします。 

［寸法値の入力］ダイアログボックス

が表示されます。 

4 

4 
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配置する規格を検索する 

あらかじめ登録されている規格寸法のU
型側溝を検索して、寸法値を読み込みま

す。 

入力例では、「PU1-B300-H360」を検索
して寸法値を読み込みます。 

［検索］をクリックします。 

［検索結果］ダイアログボックスが表

示されます。 

1 

「PU1-B300-H360」をクリックしま
す。 

2 

［OK］をクリックします。 

各寸法値が読み込まれ、値が切り

替わります。 

3 

配置する数量計算書の内容を設定しま

す。 

［OK］をクリックします。 

［数量計算書作成］ダイアログボック

スが表示されます。 

1 

［延長］ボックスに「10」と入力しま
す。 

算式から計算された、数量が記載さ

れます。 

2 

数量計算書の内容を設定する 

［図形を配置］チェックをオンにしま

す。 
3 

2

3

1 

3

2 

1
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図形と数量計算表を連続配置する 

U型側溝の図形と数量計算表を連続配
置します。 

［数量計算書作成］ダイアログボック

スから［作成］をクリックします。 

入力画面に部品のラバーバンドが

表示されます。 

1 

図形の配置位置をクリックします。 

U型側溝の図形が配置され、続けて
数量計算表のラバーバンドが表示

されます。 

2 

ここでは、配置処理を終了するため

［キャンセル］をクリックします。 

［部品選択］ダイアログボックスに戻

ります。 

4 

［キャンセル］をクリックします。 5 

1 

2

4

5

数量計算表の配置位置をクリックし

ます。 

数量計算表が配置され、連続して

部品が配置できるように、再度［寸

法値の入力］ダイアログボックスに

戻ります。 

3 

3
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配置したU型側溝の寸法値を訂正する 

配置したU型側溝の寸法値を訂正しま
す。 

入力例として、U型側溝の底厚を「65」か
ら「60」に変更して再配置します。 

ここでは、コマンドバーの［土木］－［数量

訂正］コマンドを使用して解説します。 

［土木］－［数量訂正］を順にクリック

します。 

［寸法の入力］ダイアログボックスが

表示されます。 

1 

［底厚］の［値］セルを「65」から「60」
に変更します。 

2 

1 

［OK］をクリックします。 

［数量計算書作成］ダイアログボック

スが表示されます。 

3 

内容を確認して、［作成］をクリックし

ます。 

図形のラバーバンドが表示されま

す。 

4 

図形の配置位置をクリックします。 

入力例では、同じ位置に配置してい

ます。 

図形が再配置され、続けて数量計

算表のラバーバンドが表示されま

す。 

5 

数量計算表の配置位置をクリックし

ます。 

入力例では、同じ位置に配置してい

ます。 

数量計算表が再配置されます。 

6 

2

［底厚］を「65」か
ら「60」に変更 

3

4

5

6［底厚］の寸法が「65」から
「60」に変更され、図形も垂直
方向に縮小されています。 
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基礎に割ぐりのハッチングを入力する 

ハッチングを入力する 

基礎の矩形部分に割ぐりのハッチングを

入力します。 

ここでは、コマンドバーの［土木］－［ハッ

チング］コマンドを使用して解説します。 

［土木］－［ハッチング］を順にクリッ

クします。 

［ハッチング］ダイアログボックスが

表示されます。 

1 

［砂・石］タブをクリックします。 

ハッチングの内容が切り替わりま

す。 

2 

［割ぐり］をクリックします。 3 

1

［OK］をクリックします。 4 

2

3

4

5

6

［配置方法］ボックスを「閉合図形」

［枠あり］チェックはオフ 

インプットバーの［配置方法］ボック

スを「閉合図形」に変更し、［枠あり］

チェックをオフにします。 

5 

矩形入力した基礎をクリックします。 

割ぐりのハッチングが入力されま

す。 

6 
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ハッチングの一部を中抜きする 

入力したハッチングの一部を中抜きし、

省略表示させます。 

ここでは、コマンドバーの［編集］－［カッ

ト］－［範囲指定］コマンドを使用して解説

します。 

［編集］－［カット］－［範囲指定］を

順にクリックします。 
1 

インプットバーの［範囲指定方法］は

［矩形］オプションをオンにし、［編集

種類］は［範囲内削除］をオンにしま

す。 

2 

図面名・縮尺を文字列で入力する 

図面名・縮尺を文字列で入力します。 

右の図のように、コマンドバーの［汎用］

－［文字］－［文字列］コマンドを使用しま

す。 

操作方法については、前記ボックスカル

バートの「図面名・縮尺を文字列で入力

する」を参照してください。（P.18参照） 

「1：10」など履歴として残っていますの
で、リストから選択すると効率的です。 

U型側溝 PU1型 

1：10 

2

［配置方法］ボックスを「閉合図形」

［枠あり］チェックはオフ 

矩形の基礎の線上を正確に指定す

るため、ツールバーの［ピック：線

上］をオンにします。 

より正確に指定する場合には、［ピ

ック：端点］をオフにします。 

3 

3

削除する範囲の１点目と２点目を対

角にクリックします。（基礎の上端と

下端の線上を指定） 

指定した範囲のハッチングが削除さ

れます。 

4 

1

4
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666   図図面面のの印印刷刷・・保保存存  

図面を印刷する 

プリンタ名、印刷範囲、印刷部数を設定し

て、編集した図面を印刷します。 

［ファイル］－［印刷］を順にクリック

します。 

［印刷］ダイアログボックスが表示さ

れます。 

1 

使用するプリンタ名、印刷範囲印刷

部数などを設定します。 
2 

3 ［OK］をクリックします。 

印刷が実行されます。 
3 

2 

1 

このボタンをクリックして表示されるダイアログボックスで、線種、ペン、

フォントなど出力に関する各種設定をおこなうことができます。 

 印刷プレビューでの確認 
入力例では、直接［印刷］コマ

ンド処理をおこないましたが、

［ファイル］－［印刷プレビュー］

コマンドで印刷イメージを確認

してから印刷すると、より正確

な印刷をおこなうことができま

す。 

印刷範囲の設定について 
入力例では、「A2（横）」の用紙で図面を作成しましたが、下の操作例のように印刷範囲を設定することによって、その部分の
みを指定したサイズの用紙（解説図は「A4（横）」）に簡単に出力することが出来ます。 
必要部分のみを小さいサイズの用紙で出力し、やりとりする場合などに有効な方法です。 

1 

1 

2

4 

3
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図面を保存する 

編集データをEX-TREND 武蔵のデータ
として保存します。 

編集途中であっても、こまめに保存するこ

とで、不慮の事故によってシステムダウン

した場合に影響が少なくて済みます。各

プログラムでデータを入力・変更したとき

は、各プログラムを終了するたびに保存

することをお勧めします。 

［ファイル］－［名前を付けて保存］を

順にクリックします。 
1 

4 ［保存］をクリックします。 

3 ［ファイル名］ボックスにファイル名を

入力します。 

保存するフォルダ（格納先）を設定し

ます。 
2 

2

3

4

1 

 

自動バックアップについて 

自動バックアップの設定は、［ツール］－［オプション］コマンドを実行し［オプション］ダイアログボックスの［バックアップ］ページ

でおこないます。 

［自動バックアップを行う］ 

設定した時間が経過すると、自動的にデータを保存します。このファイルの保存は［ファイル］－［名前を付けて保存］コマン

ドや［ファイル］－［上書き保存］コマンドとは別物です。自動バックアップで作られるデータはEX-TREND 武蔵が正常終了
したときには残っていません。正常終了しなかった場合、次の起動時に自動バックアップで保存したデータを読み込むかど

うかを選択できます。選択しない場合は自動バックアップデータを削除します。 

［データ保存時に履歴を残す］ 

同ファイル名で［ファイル］－［名前を付けて保存］コマンドや［上書き保存］コマンドをおこなったときに新しいファイルから数

回前（設定値による）のファイルを保存しておきます。たとえば、「履歴の数：３個」とすると同ファイル名の前前前回までのデ

ータが残っています。 

上書き保存について 
上書き保存を実行すると、前回保存したデータに上書きされ、前回のデータはなくなります。 

前回のデータを残す場合は、［ファイル］－［名前を付けて保存］コマンドを使用してください。 

他のデータ形式で保存する場合には 
DXFやSFCなど他のデータ形式で保存する場
合には、［ファイル］－［外部ファイルへ保存］コ

マンドを使用します。 
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平平面面図図

本章では、求積図、求積表、計画図を作成します。 
本書で解説している以外にもいろいろな機能を用いて図面を編集することがで

きますが、入力例では元図面としてSFCファイルで作成された平面図を読み込
み、各種編集操作をおこないます。 
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下図のような平面計画図を例に操作を解説します。 
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111   元元図図面面のの読読みみ込込みみ  

元図面を読み込む 

元図面（ファイル）を読み込みます。 

各種ファイルを読み込むことが出来ます

が、操作例では、SFCとして作成された
平面図（平面図.SFC）を操作例として読
み込みます。 

ここでは、［ファイル］－［開く］コマンドを

実行して、作成済みの小構造物図と同じ

武蔵データにページを追加する方法を解

説します。 

新たなファイルを作成して操作する

場合には、［ファイル］－［新規作

成］コマンドを実行します。 

［作業の選択］ダイアログボックスの

［ファイルを開く］でも同じ処理がお

こなえます。（P.3の画面参照） 

［ファイル］－［開く］を順にクリックし

ます。 

［開く］ダイアログボックスが表示さ

れます。 

1 

［開く］をクリックします。 7 

［図面］タブをクリックします。 

外部ファイルを選択する画面に切り

替わります。 

2 

フォルダ一覧から、対象ファイルが

格納されているフォルダを選択しま

す。 

3 

［フィルタ］から対象ファイルのファイ

ル形式をオンにします。 

本書では、「SFC」をオンにします。 

4 

対象ファイルを選択します。 

本書では「平面図.SFC」を選択しま
す。 

6 

［再表示］をクリックします。 

④で選択した形式のファイルが表示

されます。 

5 

1 

2 7

3

4 5

ここで、取り込むファイルの種類を選択します。 
ファイルの種類を絞り込むことによって、容易に

ファイルを選択することが出来ます。 

たとえば、「SFC」「DXF」の２種類のファイルを
オンにして、［再表示］ボタンをクリックすると、

「SFC」「DXF」のファイルのみ一覧に表示され
ることになります。 

次頁へ
対象フォルダが表示されていない

場合には、［フォルダ］ボックス右の

スクロールバーを移動します。 

［プレビュー］チェックボックスをオ

ンにすると、ダイアログボックスの

左下に、選択しているファイルの

イメージが表示され、開く前に確

認することが出来ます。 

6
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［スキップ］をクリックします。 

［図面ファイル読込］ダイアログボッ

クスが表示されます。 

8 

［製図基準テンプレート設定］ダイア

ログボックスが表示されます。 

ここでは、CAD操作のみの解説のため［スキップ］をクリックし
て、ファイルの読み込みだけとします。 

CAD製図基準に準拠した図面を作成する操作については、
後記［CAD製図基準に準拠した図面］で解説しています。 

8 

画面左下の［2 平面図］をクリックし
ます。 

表示ページが２ページ目に切り替わ

り、読み込んだ平面図が表示されま

す。 

読み込みファイルや読み込み先の

ページ名などを確認して［OK］をクリ
ックします。 

選択したファイル（図面）が次のペー

ジ（操作例では２ページ目）に読み

込まれ、ファイル名がページ名とな

ります。 

10 

9 

9

10 

２ページ目に読み込まれた

平面図が表示されます。 
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222   求求積積図図・・表表のの入入力力例例  

.2

N O .

NO .10

NO.1 1

NO .12

N O.13

NO.1 4

イ ロ

ハ

ニ

ホ

ヘ

ト

チ

リ

ヌ

ル

符号 辺A 辺B 辺C 面積

イ 25.484 8.623 24.323 104.7871573

ロ 24.323 4.956 23.763 58.8817425

ハ 29.285 21.786 23.763 254.8334875

ニ 29.285 20.289 20.536 208.2392913

ホ 20.602 3.651 20.536 37.3944281

ヘ 25.884 20.602 20.007 202.4287728

ト 25.884 20.732 16.398 169.8298665

チ 28.632 20.732 20.000 207.3048525

リ 28.632 21.736 19.527 212.0494835

ヌ 24.771 21.736 21.349 218.2811697

ル 21.349 20.000 7.467 74.6699998

合計 1748.7002515

求積図と求積表を作成する 

縮尺を設定する 

求積する前に正確な縮尺に設定します。

ここでは、あらかじめ読み込まれている

「1/500」の縮尺に設定します。 

［土木］－［ヘロン三斜］―［範囲］を

順にクリックします。 
1 

ツールバーの［縮尺］ボックスから

「路線図 1/500」を選択します。 
2 

1

読み込んだ平面図の上部中央に求積図と求積表を入力します。（P.44 入力サンプル図を参照） 

ここでの操作例は、まず路線図の境界線を指定してヘロン求積図と求積表を作成し、作成した求積表の内容をEXCELデータとして出力し
ます。最後に作成した求積部分に塗り潰しを追加します。 
本書での操作手順および使用コマンドは、以下に記載しています。 
 
【操作手順】 

２９． 求積図と求積表を作成する。 
（コマンドバーの［土木］－［ヘロン三斜］コマンド使用） 

３０． 求積表の内容をEXCELデータとして出力する。 
（コマンドバーの［土木］－［表訂正］コマンド使用） 

３１． 求積部分に塗り潰しを入力する。 
（コマンドバーの［汎用］－［塗潰］コマンド使用） 

求積図と求積表を作成します。操作例で

はヘロンで求積します。 

2
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求積図と求積表を作成する 

求積する範囲を指定して、求積図と求

積表を作成します。 

正確にピックするため、ツールバ

ーの［ピック：端点］をオンにしま

す。 

1 

求積する範囲の端点を順にクリッ

クします。 
2 

2

3

1 

4

5

7

6 

ポップアップメニューの［OK］をク
リックします。 

［計算結果］ダイアログボックスが

表示され、計算区分が表示されま

す。 

3 

計算方法や求積表の符号種類を

右の図のように設定します。 

入力例では、［ヘロン］オプション

をオンにします。 

また［符号種類］ボックス［イロハ

ニホ］とします。 

4 

求積内容を確認して、［OK］をクリ
ックします。 

求積表のラバーバンドが表示され

ます。 

5 

インプットバーの内容を確認変更

します。 

入力例では、［サイズ（符号）］ボッ

クスを「3.50」に変更しています。 

6 

「3.50」に変更

求積表の配置位置をクリックしま

す。 

求積表が配置されます。 

7 

この部分をドラッグする

と、ダイアログボックス

が大きくなり、内容が確

認しやすくなります。 
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配置した求積表の内容をEXCELデータ
として出力します。 

ここでは、コマンドバーの［土木］－［表訂

正］コマンドを使用して解説します。 

［土木］－［表訂正］を順にクリックし

ます。 
1 

求積表の内容をEXCEL出力する 

出力したい求積表をクリックします。 

［表設定］ダイアログボックスが表示

され、求積表の内容が表示されま

す。 

内容の訂正などもおこなえますが、

本書では確認のみとします。 

2 

［EXCEL］グループから［書込み］を
クリックします。 

EXCELが起動し、求積表の内容
が、セル単位で読み込まれます。 

3 

EXCELデータとしてファイルに保存
する場合には、EXCELの保存コマ
ンドを使用します。 

操作例では、［ファイル］－［名前を

付けて保存］コマンドを使用していま

す。 

4 

確認や保存などが終了したら、EXC
ELを終了し、［表設定］ダイアログボ
ックスの［キャンセル］で処理を終了

させます。 

5 

1

2

3

4 

5

EXCELが直接起動
します。 

EXCELファイルとして保存します。



 75

求積部分に塗り潰しを入力します。 

ここでは、コマンドバーの［汎用］－［塗

潰］コマンドを使用して解説します。 

［汎用］－［塗潰］を順にクリックしま

す。 
1 

求積部分に塗り潰しを入力する 

閉合図形領域を指定して入力する 

インプットバーの［入力モード］の［閉

合図形］をオンにします。 
2 

［塗潰し色］を選択します。 

操作例では、薄い水色を選択してい

ます。 

3 

閉図形の求積領域を順にクリックし

ます。 

指定した領域が順に塗りつぶされま

す。 

4 

多角形領域を指定して入力する 

インプットバーの［入力モード］の［多

角形］をオンにします。 
1 

ツールバーの［ピック：端点］がオン

であることを確認して、求積領域の

端点を順にクリックします。 

2 

ポップアップメニューの［OK］をクリ
ックします。 

指定した範囲が塗りつぶされます。 

3 

12

4 

3

1

3 

2

［ピック：端点］がオン

であることを確認 

求積図の符号などが隠れている

場合は、ポップアップメニューの

［再表示］をクリックします。 
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次頁へ

333   計計画画図図のの入入力力例例

編集領域をクリッピングする 

範囲を指定して削除する 

［編集］－［カット］－［範囲指定］を

順にクリックします。 
1 

1

平面図の右下部分に計画図を入力します。（P.44 入力サンプル図を参照） 

ここでの操作例では、まず計画図を作成する領域をクリッピングして、各種計画データを入力します。 
本書での操作手順および使用コマンドは、以下に記載しています。 
 
【操作手順】 

３２． 編集領域をクリッピングする。 
（コマンドバーの［編集］－［カット］コマンド使用） 
（コマンドバーの［編集］－［削除］コマンド使用） 

３３． 山部分を入力する。 
（コマンドバーの［汎用］－［自由曲線］コマンド使用） 
（コマンドバーの［土木］－［ハッチング］コマンド使用） 

３４． 作業領域を入力する。 
（コマンドバーの［土木］－［ハッチング］コマンド使用） 

３５． 重機を入力する。 
（コマンドバーの［土木］－［S配置］コマンド使用） 

編集領域をクリッピングします。 

まず、範囲を指定して削除した後、際な

どの細かな箇所を正確に削除します。 

N O.13

NO.1 4

NO. 15

N O.1
6

NO.17

NO. 18

NO .19

ヌ

ル

範囲を指定して削除します。 

インプットバーの内容を右の図のよ

うに設定します。 

［範囲指定方法］の［多角形］オプシ

ョンをオンにします。 

［編集種類］の［範囲内削除］をオン

します。 

2 

削除の対象範囲を順にクリックしま

す。 

このとき、右の図のように［ピック：フ

リー］以外をオフにすると、既存のデ

ータに影響されずに指定することが

できます。 

3 

4 

3

［ピック：フリー］以外をオフ

にすると指定しやすい 

2 

ポップアップメニューの［OK］をクリ
ックします。 

指定した範囲内が削除されます。 

4 
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要素を複数指定して削除する 

選択した要素を確認して、［編集］－

［削除］を順にクリックします。 

［Delete］キーでも同様な処理がお
こなえます。 

指定した要素が削除されます。 

4 

対象要素を連続指定し削除します。 

コマンドバーの［編集］－［削除］コマンド

を使用して解説します。 

また、ここでは、選択データの確認をして

から削除する操作で解説します。 

ツールバーから［要素選択］をクリッ

クします。 

コマンド選択状態が解除され、要素

選択状態に切り替わります。 

1 

ツールバーの［選択モード：フリーハ

ンド］をオンにします。 
2 

削除するすべての要素に掛かるよ

うに、マウスの左ボタンを押したまま

移動し、選択が完了したらボタンを

放します。（ドラッグ＆ドロップ） 

指定した要素が選択色になります。 

3 

4 

1 

2 

3 
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山部分を入力する 

山部分の輪郭を入力する 

［汎用］－［自由曲線］を順にクリック

します。 
1 

山部分を入力します。 

輪郭線を作成した後、内部にハッチング

を入力します。 

山の輪郭を入力します。 

ここでは、コマンドバーの［汎用］－［自由

曲線］コマンドを使用して解説します。 

自由曲線の通過点上の点を順にク

リックします。 
2 

1

インプットバーの［OK］をクリックして
確定します。 

指定した点を通過する自由曲線が

入力されます。 

3 

②～③の操作を繰り返し、右の図の

ように、２つ目の自由曲線を入力し

ます。 

4 

2

3

4
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山の内側にハッチングを入力する 

山の内側にハッチングを入力します。 

ここでは、コマンドバーの［土木］－［ハッ

チング］コマンドを使用して解説します。 

［土木］－［ハッチング］を順にクリッ

クします。 

［ハッチング］ダイアログボックスが

表示されます。 

1 

［砂・石］タブをクリックします。 

ハッチングの内容が切り替わりま

す。 

2 

［砕石］をクリックします。 3 

［OK］をクリックします。 4 

インプットバーの［配置方法］ボック

スを「多角形」に変更し、［枠あり］チ

ェックをオフにします。 

5 

自由曲線に沿ってハッチングの範

囲を順にクリックします。 
6 

ポップアップメニューの［OK］をクリ
ックします。 

ハッチングが入力されます。 

7 

1

2

3

4 

5

7 

6
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⑥～⑦の操作を繰り返し、右の図の

ように、２つ目の山のハッチングを

入力します。 
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山を連続して複写する 

作成した山を連続して複写します。 

ここでは、コマンドバーの［編集］－［複

写］－［スタンプ］コマンドを使用して解説

します。 

［編集］－［複写］－［スタンプ］を順

にクリックします。 
1 

ツールバーの［選択モード：パック指

定］をオンにします。 

入力したハッチング要素を、１つの

まとまりとして認識させるためです。 

2 

複写元となる要素がすべて含まれ

るような矩形範囲の１点目と２点目

を対角にクリックします。 

指定した要素が選択色に切り替わ

ります。 

4 

ツールバーの［選択モード：矩形イ

ン］をオンにします。 
3 

複写の基準位置をクリックします。 

複写元の形状がラバーバンドで表

示されます。 

5 

複写先の配置位置をクリックしま

す。 

選択した要素が複写されます。 

6 

続けて、２箇所目の複写先の配置

位置をクリックします。 

同じ要素が連続して複写されます。 

7 

ポップアップメニューの［取消］をクリ

ックして、処理を終了します。 
8 

1

2

4

3 

5 6

7

8
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作成した山を利用し複数配置する 

作成した山を利用して複数の山を配置し

ます。 

ここでは、入力済みの山を複数まとめて

複写し、角度を変更した後、２連続きに

配置します。 

なお、ここでの操作例は、要素を選択し

てから各コマンドを実行する方法を解説

します。 

ツールバーから［要素選択］をクリッ

クします。 
1 

複写元となる要素がすべて含まれ

るような矩形範囲の１点目と２点目

を対角にクリックします。 

指定した要素が選択色に切り替わ

ります。 

2 

［編集］－［複写］－［複写］を順にク

リックします。 
3 

複写の基準位置をクリックします。 

複写元の形状がラバーバンドで表

示されます。 

4 

複写先の配置位置をクリックしま

す。 

選択した要素が複写されます。 

5 

次頁へ

2 

1

4

5

3
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要素が選択状態のまま、［編集］－

［回転］を順にクリックします。 
6 

複写の基準位置をクリックします。 

複写元の形状がラバーバンドで表

示されます。 

9 

複写先の配置位置をクリックしま

す。 

選択した要素が複写されます。 

回転の基準位置と方向を順にクリッ

クします。 

選択要素が回転します。 

7 

要素が選択状態のまま、［編集］－

［複写］－［複写］を順にクリックしま

す。 

8 

10 

10 

6

7

8

9 
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作業領域にハッチングを入力する 

作業領域にハッチングを入力します。 

ここでは、枠付きのハッチングの入力例

を解説します。 

［土木］－［ハッチング］を順にクリッ

クします。 

［ハッチング］ダイアログボックスが

表示されます。 

1 

［砂・石］ページであることを確認し

て、［砕石］をクリックします。 
2 

［OK］をクリックします。 3 

インプットバーの［配置方法］ボック

スを「多角形」に変更し、［枠あり］チ

ェックをオンにします。 

4 

ハッチングの範囲を順にクリックしま

す。 
5 

ポップアップメニューの［OK］をクリ
ックします。 

ハッチングが枠付きで入力されま

す。 

6 

1

2

3 

4 6 

5
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トラックや重機を入力する 

トラックを入力する 

［土木］－［S配置］を順にクリックし
ます。 

［シンボル入力］ダイアログボックス

が表示されます。 

1 

トラックを入力します。 

ここでは、コマンドバーの［土木］－［S配
置］コマンドを使用して解説します。 

続き 

［ファイル変更］をクリックします。 

［ファイルを開く］ダイアログボックス

が表示されます。 

2 

［14重機.sbl］をクリックします。 3 

［開く］をクリックします。 

［シンボル入力］ダイアログボックス

に戻り、重機関連のシンボルが表

示されます。 

4 

［①トラック］タブをクリックします。 

トラック関連のページに切り替わり

ます。 

5 

配置するシンボルを選択します。 

入力例では、［④トラック4.0］を選択
します。 

6 

［追加］をクリックします。 7 

1 

2

3

4

5 

6 

7
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［シンボル補正］ダイアログボックス

が表示されます。 

右の図のように、配置時のサイズ補

正の確認や設定をおこないます。 
8 

［OK］をクリックします。 

入力画面に、シンボルのラバーバン

ドが表示されます。 

9 

配置位置をクリックします。 

シンボルが入力されます。 

続けて２台目の配置位置をクリック

します。 

２台目のシンボルが入力されます。 

10 

10

11 

8

9 

11
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重機を入力する 

重機（ホイールローダ）の方向を指定して

入力します。 

ここでは、前ページのトラックの配置が完

了した時点からの継続操作として解説し

ます。 

ポップアップメニューの［取消］をクリ

ックします。 

［シンボル入力］ダイアログボックス

に戻ります。 

1 

配置するシンボルを選択します。 

入力例では、［②1.9m3］を選択しま
す。 

3 

［追加］をクリックします。 

［シンボル補正］ダイアログボックス

が表示されます。 

5 

［配置方法］ボックスから［方向指

示］を選択します。 
4 

配置位置と方向を順にクリックしま

す。 

シンボルが入力され、［シンボル補

正］ダイアログボックスに戻ります。 

7 

入力を終了するため［キャンセル］を

クリックします。 

［シンボル入力］ダイアログボックス

に戻ります。 

8 

［終了］をクリックして、入力を終了し

ます。 
9 

1 

［①ホイールローダ］タブをクリックし

ます。 

ホイールローダ関連のページに切り

替わります。 

2 
2

3

5

4

配置時のサイズ補正の確認や設定

をおこない、［OK］をクリックします。 

入力画面に、シンボルのラバーバン

ドが表示されます。 

6 
6 

7

8

9
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ＣＣＡＡＤＤ製製図図基基準準  
にに準準拠拠ししたた図図面面  

本章では、前記「横断図」－「横断図の作成例」（P.65）で作成した横断図と同
様な図面を、CAD製図基準に準拠した図面を作成する場合の操作手順例と
して解説しています。 
ここで解説している以外にもいろいろな機能を用いて図面を完成させることが

できますが、まずこの実例編を利用してCAD製図基準に準拠した図面の作成
方法をイメージしてください。 
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 入力サンプル図 

下図のような横断図を例に操作を解説します。 
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111   

元図面を読み込む 

横断図の元データを読み込み、ＣＡＤ製図基準に準拠した図面になるように、編集や入力をおこない図面として完成させます。 
（P.76 入力サンプル図を参照） 

ここでの操作例は、SFCとして作成された横断図（横断図.SFC）を読み込み、用紙を設定した後CAD製図基準レイヤを読み込み、既存
の測量や設計レイヤを施工レイヤに変更します。 
また、ＣＡＤ製図基準に準拠した寸法線の編集や入力をおこない、図枠と表題欄を入力ます。 
最後にCAD製図基準チェックをおこない、SXF仕様のファイルに保存します。 

本書での操作手順および使用コマンドは、以下に記載しています。 
 
【操作手順】 

４０． 元図面を読み込む。（平面図のP.45参照） 
（メニューバーの［ファイル］－［開く］コマンド使用） 

４１． 用紙を設定する。 
（メニューバーの［設定］－［用紙設定］コマンド使用） 

４２． ＣＡＤ製図基準に準拠したレイヤを読み込む。 
（メニューバーの［設定］－［レイヤ設定］コマンド使用） 

４３． 読み込みデータのレイヤ属性を変更する。 
（コマンドバーの［編集］－［属性移動］コマンド使用） 

元図面（ファイル）を読み込みます。（メニューバーの［ファイル］－

［開く］コマンド使用） 
本書では、SFCとして作成された「横断図.SFC」を読み込みます。

操作方法については、前記「平面図」の「元図面の読み込み」

（P.45、P.46）を参照してください。 
ただし、［製図基準テンプレート設定］ダイアログボックスでは、下図

のように設定します。 

ＣＣＡＡＤＤ製製図図基基準準にに

準準拠拠ししたた図図面面のの作作成成例例

用紙を設定する 

用紙をA2（横）に設定します。（メニューバーの［設定］－［用紙設定］コマンド使用） 
本書では、用意されている用紙設定を読み込み込みます。 

操作方法については、前記「小構造物図」の「用紙・縮尺・座標系・単位入力の設定」－「用紙を設定する」（P.4）を参照してください。 

３６． 寸法線を編集入力する。 
（コマンドバーの［寸法線］の各コマンド使用） 

３７． 図枠と表題欄を作成する。 
（コマンドバーの［土木］－［図枠表題］コマンド使用） 

３８． CAD製図基準チェックをおこなう。 
（コマンドバーの［チェック］－［基準チェック］コマンド使用） 

３９． SXF仕様のファイルとして保存する。 
（メニューバーの［ファイル］－［外部ファイルへ保存］コマンド

使用） 

「横断図.sfc」を選択

［図面種別］ボックスをダブルクリックして表示されるリ

ストから「標準横断図及び横断図」を選択します。 

ここでは、［スキップ］を選択せずに、［OK］をクリックし
て確定させます。 

［製図基準］ボックスから「国土交通省H1606」を選択し
ます。 
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CAD製図基準に準拠したレイヤを読み込む 

作成する図面のCAD製図基準に準拠し
たレイヤを読み込みます。 

ここでは、メニューバーの［設定］－［レイ

ヤ設定］コマンドを使用して解説します。 

1 メニューバーの［設定］－［レイヤ設

定］を順にクリックします。 

［レイヤ設定］ダイアログボックスが

表示され現在のレイヤ状態が表示

されます。 

右の図のように、［基準］［工種］［責

任主体］［図面種別］［内容］を設定

します。 

本書では、確認のみです。 

3 

［OK］をクリックして、確定終了しま
す。 

6 

［製図基準］をクリックします。 

［製図基準テンプレート］ダイアログ

ボックスが表示されます 

2 

一括設定の設定方法を選択しま

す。 

本書では、［新規レイヤを追加して

設定］オプションをクリックします。 

4 

［一括設定］をクリックします。 

［レイヤ設定］ダイアログボックスに

戻ります。 

5 

1

2 

3

4

5

6 

［製図基準テンプレート］ダイア

ログボックスで設定した内容の

レイヤが、作業レイヤに新規に

追加されます。 
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読み込みデータのレイヤ属性を変更する 

読み込んだ横断図データを、作成する図

面のCAD製図基準に準拠したレイヤに
変更します。 

操作例では、ライフサイクルが測量（頭

文字S）や設計（頭文字D）のレイヤを施
工（頭文字C）のレイヤに変更します。 

ここでは、コマンドバーの［編集］－［属性

移動］コマンドを使用して解説します。 

［編集］－［属性移動］を順にクリック

します。 

［属性移動］ダイアログボックスが表

示されます。 

1 

変更したいレイヤを［現在のレイヤ］

から選択します。 

解説図では、「S現況地物（現況地
盤線）」をクリックしています。 

2 

1

ここで、名称表示を切り替えることが出来ます。 

この列が現在のレイヤを表

示しています。ライフサイク

ルが測量（頭文字S）や設計
（頭文字D）のレイヤである
ことが確認できます。 

変更後のレイヤを［使用可能レイヤ

から選択します。 

解説図では、「C現況地物（現況地
盤線）」をクリックしています。 

［移動後のレイヤ］に選択したレイヤ

が表示されます。 

3 

下の図のように、他のレイヤも設定

します。 
4 

［OK］をクリックします。 

変更確認メッセージが表示されま

す。 

5 

変更したいレイヤが表

示されていない場合は

、スクロールします。 
この角をドラッグする

と、ダイアログボック

スが大きくなり作業し

やすくなります。 

2

3

4 

5 

［はい］をクリックします。 

すべてのレイヤが、設定した施工

（頭文字C）レイヤに変更されます。 

6 

6
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寸法線を編集入力する 

図枠と表題欄を作成する 

寸法線の編集や追加をおこないます。（コマンドバーの［寸法線］－［合成］と［勾配］コマンド使用） 
本書では、合計寸法線、盛土部分の勾配、歩道部分の勾配を追加入力します。 

操作方法については、前記「横断図」の「横断図の作成例」－「寸法線を編集入力する」（P.66～P.68）を参照してください。 
ただし、P.67の盛り土部分の勾配を入力する前に、下図のようにツールバーの［レイヤ］ボックスで、「C寸法線、寸法値」に設定します。 

図枠と表題欄を作成します。（コマンドバーの［土木］－［図枠表題］コマンド使用） 
すでにCAD製図基準に準拠したレイヤが読み込まれていますので、このコマンドで作成した時点でレイヤは適応されています。 

操作方法については、前記「横断図」の「横断図の作成例」－「図枠と表題欄を作成する」（P.69）を参照してください。 
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CAD製図基準チェックをおこなう 

CAD製図基準チェックを実行する 

［チェック］－［基準チェック］を順にク

リックします。 

CAD製図基準チェックが実行され、
CAD製図基準に準拠されていない
箇所が発見された場合には、右図

のように画面左にチェック結果が表

示されます。 

ただし、チェックの結果すべてのデ

ータが正常であった場合には、下図

のようなメッセージが表示され、チェ

ック結果の画面は表示されません。 

1 

CAD製図基準に準拠した編集が合って
いるかどうか、すべてのデータを一括チェ

ックします。 

また、修正漏れや間違い箇所が発見さ

れた場合には、個別もしくは一括修正を

おこないます。 

CAD製図基準チェックを実行します。 

操作例では、コマンドバーの［入力編集］

ページに用意されている［チェック］－［基

準チェック］コマンドを使用しますが、［朱

書き・製図基準］ページにも同様なコマン

ドが配置されています。 

エラー箇所を自動修正する 

禁則文字やレイヤ色などのエラー箇所を

一括して自動修正します。 
確認しながらの個別修正の方法につい

ては、次ページ補足を参照してください。 

［一括自動修正］をクリックします。 

［エラー一括自動修正］ダイアログ

ボックスが表示されます。 

1 

修正内容の確認と設定をおこない

ます。 

操作例では確認のみとします。 

2 

［OK］をクリックします。 

自動修正処理が実行され、終了す

るとエラー修正個数の確認メッセー

ジが表示されます。 

3 

［OK］をクリックして処理を終了しま
す。 

4 

エラー箇所がすべて修正さ

れたことが確認できます。

1

このコマンドでは、寸法線要素の寸法値

と計測値をチェックします。チェックは現

在CAD画面上に表示されている寸法線
要素にのみ行われます。 

このコマンドでは、変更のあったレイヤの責任主体を自動

で変更します。 

CAD製図基準に準拠されていない箇所が発見された場合に、チェッ
ク結果が表示されます。 
また、ここでデータごとに確認しながら不具合箇所を修正することも出

来ます。個別修正については、次ページの補足を参照してください。 

1

2

4 

3 
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2 チェック結果の画面より修正する

要素（セル）を選択します。 

選択した要素がCAD画面の中央
に拡大表示されます。 
また、チェック画面下部に現在の

属性が表示され、訂正必要項目

が赤く表示されます。 

［属性の変更内容を反映させる］

をクリックします。 
入力した内容に文字列が修正さ

れ、チェック結果から修正したエ

ラー要素の表示が消えます。 

4 

エラー箇所を個別修正する 
前ページでは、エラー箇所を［一括自

動修正］を使用して、一括して修正し

ましたが、エラー箇所を個別に確認し

ながら修正する方法もあります。 

ここでは、禁則文字の修正を個別でお

こなう方法を例として解説します。 
（解説で使用しているデータは異なり

ます） 

3 訂正必要項目の内容を修正しま

す。 

操作例では、［文字列］ボックスの

「㈱△△設計」の内容を「株式会

社△△設計」と修正します。 

［要素表示］をクリックします。 

チェック結果の画面が、要素表示

に切り替わります。 

1 

1

2

3

4

対象要素が拡大さ

れ、選択色で表示

されます。

チェック結果のセルから修

正した要素が削除されます

修正必要項目名が

赤く表示されます。

操作例では、すべてのエラー表示がオンに

なっていますが、修正対象外のエラー表示を

オフにすることによってエラー要素を絞り込

むことができ、修正を効率よくおこなうことが

できます。 
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 SXF仕様のファイルとして保存する 

CAD製図基準に準拠したデータをSXF
仕様のデータに保存します。 

操作例では、P21形式のファイルに保存
します。 

ここでは、メニューバーの［ファイル］－

［外部ファイルへ保存］コマンドを使用し

て解説します。 

［ファイル］－［外部ファイルへ保存］

を順にクリックします。 

［外部ファイルへ保存］ダイアログボ

ックスが表示されます。 

1 

1 

このコマンドでは、全てのページの図面を一括し

てSXF仕様のデータに保存することが出来ます。

［フォルダ］ボックスから保存するフ

ォルダを選択します。 
2 

［ファイル形式］ボックスからファイル

形式を選択します。 
3 

［CAD製図基準に準拠］チェックを
オンにして、各項目を設定します。 

ファイル名称が決定されます。 

4 

［OK］をクリックします。 

保存処理が実行され、終了すると

確認メッセージが表示されます。 

5 

［OK］をクリックし終了します。 6 

2

3 

4

5 

6


